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は じ め に
国立銀行条例および国立銀行成規は,1872年(明 治5)に 太政官布告 とし
て公布された。翌1873年7月,三 井 ・小野組による東京第一国立銀行 に初
めて開業免許が与えられ,同 行は即 日開業 した。 しかし,国 立銀行条例によ
り設立された国立銀行は四行のみであり,初 期の予想に反 して低調であった。
1876年(明 治9)8月,政 府は銀行条例を改正 した。 この改正の主要点 は
次の通 りである。
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(1)銀 行紙幣の金貨党換をやめる。
② 国立銀行は資本金の八割を公債証書をもって供託する。
(3)従 来六分利付金札引換公債証書に限 られた抵当公債証書の範囲を四分
以上利付の もの,す なわち新公債証書 ・金札引換公債証書 ・秩禄公債証
書 とする。
(4)国 立銀行は資本金の二割を政府紙幣をもって引換準備 とし,抵 当公債
証書と同額の銀行紙幣を発行する。
この改正は,金 禄公債証書発行条例によって華士族に公布された金禄公債
証書等をもって銀行紙幣発行の抵当とすることを許 したもので,華 士族救済
の色合 いが強かった。
国立銀行設立条件の緩和により,国 立銀行の設立は全国的に活発化 した。
国立銀行の新設数は,1877年 度27行,1878年 度109行,1879年 度5行 と
なった。 しか し,国 立銀行は1879年12月 の京都第百五十三国立銀行をもっ
て制限 に達 したため,こ れ以降の国立銀行の設立は禁止された。国立銀行が
最も多 く設立されたのは17行 の東京であり,こ れに大阪の11行 が続いてい
る。また,6行 設立 されたのは福島,岐 阜,兵 庫の三具,5行 設立 されたの
は山形,静 岡,長 野,新 潟の四県である。東京と大阪は別格として も,地 方
産業の活発 な地域や士族授産の強かった地域で も国立銀行が多 く設立された
のであるω。
さて,本 稿では長岡第六十九国立銀行(2)の設立過程を 「三島億二郎日記』
か ら取 り上げる。同行は士族の三島億二郎(3),商人の岸宇吉④,地 主の関矢
孫左衛門(5)らが協力 して設立 された。 この設立過程では士族の三島億二郎が
生活の窮乏 にあえ ぐ士族に働 きかけて株主を募 り,士 族授産的色彩の強い銀
行としての一面をもっていた。明治11年11月 の株主の うち士族は人数で
98.5%,株 金で74.5%を 占めていたことにも,長 岡町の士族達が銀行 に託 し
た期待が窺える。 しか し,同 行には当初か ら長岡町の有力商人や地主が大株
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主 として加わり,創 立以後は商人や地主の持ち株比率が高 くなる⑤。 かか る
意味で,同 行は士族の色彩をしだいに薄くしていくが,設 立過程では三島が士
族授産の一環として士族を株主に引き入れて設立運動を展開 した,と いえる。
本稿では,士 族が設立に関わった地方の国立銀行設立計画がどのように具
体化 し,創 立願書の提出か ら開業免許の下付および開業までがどのような過
程で展開 していったか,に ついて 「三島億二郎 日記』(ηの叙述を中心に追 っ
てみたい。すなわち,地 方の士族の中心人物たる三島は,金 禄公債による出
資が可能となった国立銀行条例の改正をどう受け止め,如 何なる設立行動を
展開 したのか,に ついて考察を加えたい。また同時に,三 島をはじめ銀行役
員達は,国 立銀行開業までに新潟県令や大蔵省の役人とどのように接触 し,
どのような交渉を進 めていったか,に ついても言及 したいと考えている。
(1)土 屋喬雄監修 「地方金融史論』(社 団法人全国地方銀行協会,1961年),21-
33頁 。
(2)長 岡第六十九国立銀行に関しては,笹 原昭五 「創立前後における第六十九国
立銀行の性格」(「金融経済」第75号,1962年),北 越銀行 『創業百年史」
(1980年)が 詳細に分析を加えている。
(3)'三 島億二郎は1825年(文 政8)に 長岡藩士伊丹市左衛門の次男 として生 ま
れた。彼は,の ちに37石 取 りの長岡藩士川島家の養子となった。川島家はそ
の後三島家と改称し,戊 辰戦争後には三島宗右衛門,三 島億二郎と改名 した。
三島は長岡藩大参事,柏 崎県大参事,古 志郡長などをつとめ,長 岡藩士族を救
済するために教育事業,産 業興隆の諸策を積極的に推進 した。1872年(明 治5)
の長岡洋学校の設立,1876年(明 治9)の 長岡授産場設立 ・女紅場の開場,
1886(明 治19)の 北海道開拓を目的とした北越植民社の設立などが主たるも
のである。1892年(明 治25)に 死去。伝記としては,今 泉省三 『三島億二郎伝』
(覚張書店,1957年)が ある。
(4)岸 宇吉は1839年(天 保10)に 新潟町に生まれた。のちに長岡町の岸家の養
子 となり,12歳 のときに佐久間象山のもとで洋学を学んだ小林虎三郎に師事
した。彼は家業の唐物商を営んだが,長 岡町の士族と商人が不仲であったのを
改め,お 互いに議論する場を開いた。 これがランプ会であり,士 族,商 人,地
主を問わず人々の意見交換の場 となった。岸は三島と共に国立銀行の設立の中
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心人物であ り,第 四代頭取となった。のちに,長 岡商会,北 越植民社の設置で
も三島と協力 して設立を実現 した。岸の伝記には,小 畔亀太郎 『岸宇吉翁』
(1911年)が ある。
(5)関 矢孫左衛門は北魚沼郡広瀬村並柳の地主であった。彼は銀行以外にも北海
道開拓のための北越植民社などに出資 し,三 島と行動を共にした。北魚沼郡長,
南魚沼郡長,衆 議院議員にも就任 した。
(6)士 族が参加 した国立銀行では,長 岡第六十九国立銀行のように,当 初は士族
の持ち株比率が高かったが,徐 々に比率を下げていく場合が多か ったようであ
る。ただ し,ζ れ も各国立銀行で様々であり,大 垣第百二十九国立銀行のよう
に士族の持ち株比率の高さが長 く続 くケースもあった。これに関 しては,加 藤
隆 「第百二十九国立銀行 についての一考察」(「政経論叢』 第30巻 第5号,
1961年,所 収)を 参照されたい。
(7)本 稿は,国 立銀行設立 までの過程について設立の一中心人物の日記を通 して
追ってみることに主眼を置いているが,こ の分析視角か らの研究業績はまだ少
ない。長岡第六十九国立銀行の設立過程については前掲 「創業百年史』に詳細
に述べ られており,こ の中でも三島億二郎の日記は利用されている。本稿では,
『創業百年史」を参考にしながらも,三 島の日記を通 して彼の銀行設立 のため
の行動を詳細に明 らかにするものである。
なお,『三島億二郎日記」(長 岡市指定文化財,長 岡中央図書館所蔵)は 合計
42冊 あり,長 岡市が長岡市史双書として漸次翻刻 している。2000年3月 まで
に翻刻されたのは22冊 である。本稿は,「三島億二郎日記』(1991年),『 三島
億二郎日記(2)」(1997年),「 三島億二郎日記(3)』(1999年)に 所収された日記
に依拠 しながら,三 島の行動を追っている。
1.国 立銀行条例の地方への伝達
(i)明 治初期の長岡町と三島億二郎
長岡藩…は北越戊辰戦争の敗戦後,1868年(明 治元)12月 に新政府か ら牧
野鋭橘に家名再興 を許され,2万4000石 の領地 を与え られた。1869年 には
藩主牧野家が東京永田町に藩邸を与えられ,三 島億二郎は長岡藩の公儀人と
して藩の復興に尽力 していた。 この年,三 島は東京に5回 上京 し,滞 在 日数
は140余 日,京 都滞在 は一 ヶ月に及んだ。三島の活動の中心 は藩主牧野家を
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擁護 してその安泰を計ること,と くに藩領激減による士族 ・卒族の生活救済
のための政府への援助要請にあった。三島は1869年9月 に長岡藩大参事に
就任 した後,1870年 に長岡藩が廃藩 となり柏崎県へ編入 され ると,柏 崎県
大参事 として士族 ・卒族の帰農 ・帰商に取 り組んだ。三島は士族 。卒族の帰
農 ・帰商のためには,金10万 両が必要 と考え,柏 崎県に貸与 を申 し出たが
実現で きなか った。 この責任をとって,三 島は柏崎県大参事 を1871年1月
に辞任 し長岡に戻ったω。
長岡に戻った三島は,教 育事業や病院設立 に取 り組んだ。長岡洋学校 は
1872年ll月 に開校 し,三 島は学校掛についた。翌1873年6月 には長岡会
社病院(同 年10月 に長岡病院に改称)が 開院 し,三 島は病院掛をつとめた。
彼はこれ らの要職に就きなが ら,銀 行設立の情報 も得ていた。彼のもとには
大蔵省御達が届いていた。三島は新潟で第四国立銀行②の設立計画が着々と
進んでいた1873年(明 治6)3月10日 に 「国立銀行ノ儀 ・付国立銀行条例」
を受け取 っており,国 立銀行設立についての情報 も得ていた(3)。また,三 島
の日記には大蔵省紙幣寮の小林雄七郎の名がしば しば登場 し,小 林の情報に
より国立銀行条例等について熟知 していたと考えられる。
しか し,長 岡町では1872年 の国立銀行条例により国立銀行を設立 しよう
とする動きはなかった。戊辰戦争による廃坑から立ち直りっっあった長岡に
は,国 立銀行を設立する力はまだ不足 していたとみることができる。長岡に
国立銀行を設立 しようとする動きがみられたのは,1875年 頃からといえる。
長岡には1869年 頃か ら唐物商の岸宇吉宅に士族 ・商人 ・医師 。職人 など長
岡を代表す る人々が参会 して,長 岡の将来について論 じる会が開催されるよ
うになった。 この会は,岸 宅 に舶来のランプがあり,こ のランプを囲んで話
し合いが行われた事からランプ会と呼ばれ,従 来から溝が深かった長岡士族
と町人 との交流を促進 した④。三島もこの会の代表人物であったが,岸 宇吉
は談話の中で国立銀行設立の機運 について 「明治八,九 年ノ頃資本金拾万円
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ヲ以テ銀行 ヲ設立 シテハ如何 トノ議ア リ,此 時 ノ銀行法ハ所謂英国法ニシテ,
銀行 ヨリ発行セル紙幣二対シ四分位 ノ利子 ヲ政府二納 メサルベカラザルヲ以
テ,当 時ノ長岡町ニアリテハ手代 ヲ始メ役員ノ給料 ヲ払 ヒ,政 府二八税金 ヲ.
納メ又株主ニモ配当スル事ハ到底見込立テ難カ リシ」⑤と記 している。国立
銀行条例の厳 しさに加え,株 式会社として存続するには長岡町ではまだ無理
であることか ら国立銀行の設立を見合わせたのである。
国立銀行設立以前の長岡町では,小 野組が出張 して官金取扱業務等を行 っ
ていた。三島が病院掛をつとめていた長岡病院の資本金出納帳によれば,
1873年 に小野組利子は450円 に上り,翌1874年 には為替手数料 と して小野
組に16円12銭5厘 が支出されている(6)。三島は士族救済のために様々な諸
策を展開する中で,長 岡町に本店を置 く金融機関がないという不便さを身に
しみて感 じていたと思われる。
㈹ 国立銀行条例改正と長岡町士族
1876年(明 治9)8月,国 立銀行条例が改正され,華 士族の金銀公債証書
が出資金 として認められた。長岡では再び国立銀行設立 の機運が盛 り上が っ
た。前掲の岸の談話でも 「然ルニ其後銀行法ノ改正ア リ,所 謂米国法ニシテ
銀行発行紙幣二対 シ、テハ,政 府二利子 ヲ払フニ及ハサルニ至 リタレハ,小 林
虎三郎 ・小林雄七郎ノ意見二依 リ,愈 々設立セントシ相談会ヲ催 シ,山 田権
左衛門 ・遠藤亀太郎 ・梛野直 ・近藤八郎次 ・三島億二郎 ・山崎又七 ・山口万
吉 ・小川清松 ・目黒十郎 ・鈴木鉄三 ・谷利平 ・渡辺良八 ・志賀定七 ・青柳逸
之助 ・岸宇吉 ・関矢孫左衛門等相集 リ種々相談セルカ,士 族側 ノ方ハ僅力二
.三ケ月ニシテ纏マリタルモ,発 起人則チ前記諸氏 ヨリ弐万円支 出スル点二付
キ仲々熟議整ハス,荏 百年 ヲ越 シ」(7)と述べられている。すなわち,小 林虎三
』
郎 と小林雄七郎からの情報により国立銀行設立の動 きが再燃 し,士 族側では
国立銀行設立に向けて迅速な対応をしたことがわかる。 しか し,発 起人の2
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万円支出に関 して調整できなかったことが創立願書提出の遅れにつながった。
さて,第 六十九国立銀行の設立にあたっては小林雄七郎と外山脩造の指導
に依るところが大 きい。小林 と外山は幕末から明治初頭にかけて長岡か ら上
京 して慶磨義塾に入塾 している。長岡藩出身の塾生は中津藩,紀 州藩につい
で三番目に多 く,彼 らのなかには長岡町に帰 って教育,産 業の リーダーとし
て活躍 した者 も多か った(8)。
小林雄七郎は新潟奉行をつとめた長岡藩士小林又兵衛の第7子 で,虎 三郎
の弟 にあたる。雄七郎は1871年 に慶磨義塾で学んだ後,一 年契約で高知藩
士民教官として海南校の教壇にたち,翌1872年5月 に帰京 すると大蔵省紙
幣寮の役人 となった。彼はアラン・シャンドの 『銀行簿記構法』が刊行 され
る際,紙 幣権助 として馴補校正 したほか,様 々な翻訳 ・著作を著 した。また,
1890年 の第一回衆議院議員選挙では古志 ・三島郡を含む第五区の有志か ら
推されて当耀 し,星 亨の率いる立憲 自由党に入党 したが,在 任1カ 年足 らず
で病没 した(9)。一方,外 山は戊申戦争後,慶 磨義塾で学び,1873年 に大蔵省
紙幣寮十二等出仕 となった。彼はのちに権大属となり,渋 沢栄一の要請によっ
て大阪第三十二国立銀行の建て直 しに総監役 として取 り組み,1877年 には
日本銀行理事兼大阪支店長をつとめている㈹。
このように,長 岡では銀行条例の改正と共に士族,商 人,地 主によって国
立銀行設立運動が再燃 し,大 蔵省の役人であり長岡藩出身の小林雄七郎や外
山脩造の指導を受けっっ設立運動が展開された。 とくに,長 岡藩の窮乏を救
い,長 岡復興の希望を強 く抱いていた三島の行動には,国 立銀行設立によっ
て士族救済を図ろうという意欲が満ちあふれていた。
(1)前 掲 『三島億二郎日記(2)」,133-139頁 。
(2)1872年 に国立銀行条例が制定されると,新 潟県では県令楠木正隆および参
事松平正直が他の府県に率先して国立銀行の設立を計画 し,県 内の大商人,大
地主を先導する形で第四国立銀行が設立 された。設立発起人は12人 であ り,
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この中には大地主の市島徳治郎(初 代頭取),白 勢長衛 田巻三郎兵衛,大 商
人として西脇清一郎(初 代副頭取),鈴 木長八,本 間新作,村 田吉蔵が含 まれ
ていた。こうして,新 潟第四国立銀行は1874年12月 に開業免許を得,翌1875
年3月 に資本金20万 円,株 主350名 で開業 した。開業 と同時に東京支店 を神
田和泉橋通佐久間町一丁目に設け,辻 金五郎が支店詰 となった。第四銀行に関
しては,『第四銀行八十年史』(第 四銀行,1956年),暉 峻衆三 「第四銀行」
(加藤俊彦 ・大内力 『国立銀行の研究』,勤 草書房,1963年)が 詳 しい。
(3)三 島億二郎 『古志之種々(自 明治六年一月四日至七月二十四日)』(『三 島億
二良区日言己』,16頁)o
(4)北 越新報社 「奮闘之長岡』(新 潟 日報社,1984年 復刻),496-498頁 。
(5)「 岸宇吉の談話」(『長岡市史』資料編4・ 近代一,103頁)。
(6)『 長岡市史』通史編下巻(長 岡市,1996年),126頁 。
(7)前 掲 「岸宇吉の談話」(『長岡市史』資料編4・ 近代一,103-104頁)。
(8)長 岡藩出身者の慶鷹義塾入塾数は,1869年(明 治2)10人,1870年9人 に
及ぶ。三島の長男三島徳蔵は15歳 で入塾 し,ま た長岡第六十九国立銀行 の設
立に寄与 した外山脩蔵は29歳,小 林雄七郎は26歳 で入塾 した(前 掲 『長岡市
史』通史編下巻,45-46頁)。
(9)前 掲 『創業百年史』,25頁 。
(10)前 掲 『創業百年史』,32-33頁 。
2.三 島億二郎の長岡第六十九国立銀行設立運動
(i}創 立願書の提出
三島は1876年(明 治9)7月12日 に第16大 区長に就任 した。 この時大区
長に就任 したのは25人 であるが,の ちに長岡第六十九国立銀行 の初代頭取
となる関矢孫左衛門(第14大 区長),二 代目頭取の山田権左衛門(第4大 区
長)も 含まれていた。三島が第三代目の頭取であるか ら初代か ら三代目まで
の頭取が同 じ時期に大区長に名を連ねていた。
翌13日 には大区長が集められ,新 潟県令の演説を聴いた。三島によれば,
県令は 「今般小区長を廃 し大区長副を置 くものハ,民 事を調整する暦二して,
其職務之如きハ既二章程二詳か也,但 其最要用とする処ハ教育を盛 ンに し産
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業を起すルあれバ,拙 者二於ても事務の繁間(閑)を 見計 らひ秋二八区巡回
して学校を験 し,且 ツ勧業の意を述んとす,大 区長たる者此意を体 して尽力
すべ し」ωと述べたと概略 している。三島は大区長就任以前か ら教育や勧業
の振興に取り組んでいたが,就 任後は公的な立場からも勧業興隆の資金的機
関として国立銀行の設立実現に向けて尽力 していくことになった。
さて,三 島は8月26日 に県庁から頒布 された 「国立銀行条例附成規」 を
受け取っており②,い よいよ国立銀行の設立運動を具体化 していったと思わ
れる。また,1877年(明 治10)2月28日 の日記には 「梛野出京野事,書 面
ヲ以通知事,一,長 岡社維持ノ方法 一,国 立銀行設立方法」(3)と記 してお
り,長 岡病院副医長梛野直に対 し上京の際に国立銀行設立方法を調査するよ
う依頼 していたことがわかる。
しかし,国 立銀行設立 に向けての準備は長引き,国 立銀行創立願書が新潟
県経由で大蔵省に提出されたのは1877年8月 のことであった。資本金は10
万円であり,発 起人が3万1000円 を出資 し,残 りの6万9000円 を募集する
こととなった。発起人は三島億二郎,岸 宇吉,遠 藤亀太郎など16名 であり,
士族,地 主,旧 商人,新 商人などが含まれていた。
創立願書提出後の三島は積極的に永山県令,外 山脩造,小 林雄七郎を訪問
して,設 立の早期実現を依頼 している。まず,1877年9月13日 ④には小林
を訪問 し,銀 行の件について懇談 している。簿記法の稽古について も相談 し
ているが,翌1878年 に青柳逸之助が第一国立銀行で簿記伝習を行 った(5)。
第一国立銀行と長岡第六十九国立銀行 との関連は深かったが,こ れは小林,
外山と渋沢栄一(6)との関係を反映 したものである。小林 も三島に渋沢栄一の
関係銀行の株式をなるべ く買 うよう述べているが,銀 行の早期設立を図るた
めには渋沢の力添えが必要であったことがわかる。
9月14日 には麻布の永山県令を訪問 し,創 立願書 について懇談 した。永
山県令は 「過 日之願書二添書シテ出セ リ,添 書之意,長 岡ハ北越中商人乃出
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精スル処ニテ,且 ッ上下三十里ノ船通路モア リ,一 銀行 ヲ置テ可然考,就 テ
ハ何分之御詮議 ヲ仰 グトノ事也」と述べた。 これは,県 令が長岡に国立銀行
を設立する必要性を強調 し,そ の上で創立証書が大蔵省に提出されたことを
示 しており,三 島は県令に謝意を表 している。 この正式な添え書きは次のよ
うなものであった。
国立銀行創立之儀二付上申
当県管下越後国長岡二於テ別紙之通国立銀行発行之儀願出,同 所ハ至て
商法盛之土地ニテ,金 融之運転モ繁劇二付往々一般之便益 トモ可相成存
候間,可 燃御指揮相成度,此 旨添書 ヲ以テ以上申候也
明治十年九月十一 日
新潟県令 永 山 盛 輝 印
大蔵卿代理
大蔵大輔 松方正義 殿
さて,三 島は9月15日 には外山と会い,今 後のことを依頼 してい'る。、さ
らに,翌16日 には小林を訪問し,外 山に相談 したことを子細に述べている。
これは 「株金五十円之事」,「発起人之内三千円之者五人 ヲ要 スル事」 という
内容であった。9月20日 には,三 島は 「銀行条例」 を購入 した。前述 のよ
うに,三 島は銀行条例が改正 された1876年8月 に 「銀行条例附成規」 を受
け取っていたが,一 年後に新たに購入 したのである。 この日の覚書として,
三島は 「創立証書 ・銀行定款 ヲ出シタル後免状下付之節ハ惣代ノ者出京シ居
ルベキヤ」,「創立証書 ・銀行条例ノ写又ハ版本ハ幾十部 ヲ要 シ,又 何ノ地ニ
テ製スルヲ便 トスルヤ」,「社印ノ差出 シ方東京人二依頼スル事」などを記 し
ており,い よいよ設立間近になって申請漏れなどがないよう準備に専念 して
いる様子が窺える。
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三島は9月21日 に大蔵省を訪問,銀 行課長に面会 して,長 岡に国立銀行
を創設する意義を述べた。三島は創立の可否について銀行課長に尋ねたが,
現在評議中にっきわかり次第通知するということであった。三島は 「前々申
ス通,禄 券発行之御達 シアリシヨリ,士 族連中申合せ其金禄公債証書ヲ以テ
組立度所存 ヨリ,今 般之願二及候者也,此 段御間置被下度,但 願書面二八其
事明瞭ナラズ,願 書 ヲ改作スベキ哉,又 ハ付紙ニテ可燃哉 ヲ問ウ。又改作二
付テハ如伺認 メ可申哉」 と質問 している。三島が国立銀行設立について士族
の意見を纏めたことから,士 族の代表として行動 していることがわかるであ
ろう。銀行課長は願書の改作は必要ないが,資 本金に士族の金禄公債を加え
ることを認め,付 紙にて 「資本金之内追々御発行相成金禄公債証書ヲモ相加
ヒ中皮奉存候」を付け加えた。三島もこれに満足 したようであり,こ の件を
直ちに小林に報告 している。
三島は9月23日 には永山県令に大蔵省銀行課および願書の付箋について
報告 し,さ らに発起人のうち3000円 出資者を3人(遠 藤亀太郎 ・近藤八郎
次 ・岸宇吉)増 加 して5人 とする件,株 金は一株50円 とした ことなどを開
申 している。翌24日 には大蔵省銀行課を訪ねて,発 起人の3000円 出資者追
加の件 と青柳逸之助の発起人追加の件に関 して相談 している。結局,創 立願
書改作が長岡か ら到着 した時点で差 し替えることになった。10月6日 には
つぎのような創立願書御引替願が書かれた。
国立銀行創立願書御引替願
過般奉願候願中発起人青柳逸之助壱名ヲ記載セズ粗漏之取調奉恐入候,
且今般発起人中遠藤亀太郎 ・近藤八郎次 ・崩字吉之三名増員仕度候付,
願書御引替奉願庚申置候,依 之而右逸之助名ヲ加工且ッ三名増金之取調
願書奉差上候間,先 願書御下渡波下腹奉願候
発起人惣代
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新潟県長岡住士族
明治十年十月六 日 三島 億二郎 團
三島は10月8日 に改作願書を提出し,先 願書を受け取 った。最初は6日
に記 した引替願書を添えて提出 したが,銀 行課内の話 し合いで提出が不必要
となった。結局,改 作願書と先願書が引き替えられ,添 書は改作願書ととも
に受付に提出された。また,受 付年月は従来の8月 にされた。
このように三島は銀行局の配慮 もあって,.設 立運動は順調に進んでいた。
しか し,国 立銀行の設立実現はまだ明確 に見えていなか ったようであり,
「金禄公債証書ハ来年二非ザ レバ下付ニナルマジク,下 付二至 ラザ レバタ ト
エ許可 ト錐モ開業スベカラズ,且 ッ番号モ決定 スルヲ得 ズト云,是 等 二付 テ
ハ更二思考 シ又名人 ト謀 り予 ノ滞在 ト否 ヲモ決 スベシ」 と不安をのぞかせて
いる。
三島は10月11日 に銀行の件について小林に書簡を出 している。この日は
「終日閉居。銀行条例を読ム」 と日記に記 しており,国 立銀行研究に余念が
ない様子が窺える。 また,銀 行条例の改正により金禄公債が出資金として用
いられるため,紙 幣発行に関 しては不明の点が多か ったようで,外 山,小 林
に頻繁に連絡を取 っている。10月22日 にも外山を訪問 しており,様 々な相
談を したと思われる。同日の三島の日記には 「私立 ノ覚悟ニテ引換 ノ備 ヒ十
分ニスベシ」,「紙幣ハ死物 トナサズシテ活物 タラシムベシ」,「官府二関係セ
ズシテ商業専務 タル事,但 難事 ノ極 タリ」,「他 ノ反対シテ節倹シ,得 意 ノ要
用 ヲ達する事」,「発起人株主 ヘハ少 シク特別の権ヲ与フル事」という覚書が
記 されている。
11月 に入 っても三島は東京に滞在 していた。ll月11日(7)に は南部信近を
訪ね,南 部が岩崎小二郎銀行課長か ら聞いて きた話を聞いている。 これは
「身元調ハ地方へ照会二なりたり,而 して急 二答書来るや否謀 るべか らず」,
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「禄券発行ハ十一年中なるべ く,左 すれバ急でも急二免状あるま じく,又 許
可二なるとも開業ハ来年五六月二至らざれハ能ハず」,「右二就てハ永 く予等
初め之滞在 も無益なるべき二付云々」,「北越の銀行金高四十八万円ヲ限ルト」
という内容であった。銀行設立免許状の交付は直ちに実現 しそうもなく,開
業 も来年5月 か6月 になりそうなことを確認できたことことは,三 島を長岡
に帰郷 させる決心をさせた。当時,国 立銀行条例の改正が検討されており,
11月17日 に一は銀行課長岩崎小二郎から国立銀行の制限に関する建議が提出
された。11月29日 には国立銀行の総資本金を4000万 円,紙 幣発行総額を
3442万 円余とする件などが稟議され,,12月12日 に太政官第八十三号として
発布 された⑧。
三島は長岡に戻ることを決意 し,11月19日 には大蔵省銀行課に挨拶 を済
ませている。 この日の日記 には 「午後九時銀行課二出テ課長岩崎氏二面 し帰
邑を告 ぐ,且 ッ発起人の景況を語り,増 株の事を予め談ずる,当 時身元調へ
申故,何 分之指令ハ県庁を経て郵送 スベキニ付,帰 邑二て不都合不成旨,岩
崎氏より談せらる,帰 路南氏を訪不在」と記 している。こうして,三 島は11
月27日 に東京を離れた0
㈹ 創立許可
長岡に帰 った三島は,銀 行役員予定者 と銀行設立について話を詰める日々
を送 った。一方,大 蔵省銀行課では 『銀行雑誌』 の刊行が開始 され,12月
25日(9)に は第一号が長岡にも送 られている。 この 『銀行雑誌』第一号 は(is),
1877年(明 治10)12月13日 に発行され,「国立銀行創立心得」,「日本国立
銀行事務取扱方」,「銀行熟語解」,「国立銀行一覧表」の内容で構成 されてい
た。三島もこの雑誌に目を通 したはずであり,と くに 「国立銀行創立心得」
により国立銀行創立までの順序を確認 したと思われる。また,「 国立銀行一
覧表」によれば,同 年8月 までに設立された国立銀行は25行 であった。
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1878年1月 に入 ると,関 矢孫左衛門が銀行経営陣に加わ るようにな り,
三島や岸との交流が活発 となった。1月21日 には関矢が三島を訪ね,岸 宇
吉を招いて銀行に関して2時 間半ほど談話 した。翌22日 には関矢,鈴 木訥
里,岸 などが三島を訪ねて銀行の件を協議 し,関 矢が30株 で加 わることに
決定 した。
このように関矢が銀行役員に加わり,国 立銀行創立にむけて準備が整いっ
っあったが,大 蔵省からの創立許可は未だなかった。三島は2月1日 に小林
と外山に書簡を出した。その内容は,創 立願の指令がないのはどういう次第
なのか,と いうことであり,外 山の書簡には 「銀行課へ速二御指令被下度」
の紙面を糊入 した。国立銀行の創立を急 ぐ三島の気持ちが込められているが,
2月11日 の日記には 「家禄ヲ廉価二抵当し,例 ヘハ百 円ノモ ノヲ四五十 円
ニテ他人 ノ手二委スル事ナキ能ハス,之 ヲ救 フノ方如何」と士族の生活難を
嘆き,国 立銀行の設立により士族達の難局を救済 したいという三島の国立銀
行設立に賭ける意気込みが窺える。なお,2月1日 の書簡 に対す る返事 は2
月23日 に届いたが,内 容は不明である。 こうしたなか,4月 になり漸 く創
立許可が届 くことになった。
長岡か らの国立銀行創立願書は,1878年4月2日 付の指令直第95号 によ
り許可が下 り,第 六十九国立銀行 という名称がっけられた〔n)。三島の日記 に
よれば,こ の許可指令を受け取 ったのは4月4日 午後五時であった。この時,
三島は 「預金課之節挨拶 として大蔵卿銀行課長へ出ル事」,「紙幣受取方井捺
印等之事」,「役員月給精々減少之事」,「公債ハ大蔵省抵当ニテ利子ハ何程ナ
ルヤ」,「増株ノ事」,「頭取支配人印形彫刻」,「銀行定款創立証書 ヲ認ル事」,
「令殿礼状之事」などを覚書として書いている。「国立銀行創立心得」によれ
ば,創 立許可が下 りてか ら設立に至るまでには,つ ぎの二点を急がねばなら
なかった。第一は,創 立を許可された日より三ヵ月以内に創立証書 と定款を
提出することであり,三 ケ月を越えると創立の許可が無効 となり,改 めて創
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立を願い出なければな らなかった。第二は,創 立証書を差 し出す前に,各 株
主は少なくとも引き受けた株式の半数を銀行に入金することであり,残 金は
開業免状を受領 した翌月から五 ケ月間で払 い込 まなければな らなか った。
こうしたところが ら,三 島は創立の許可を得た後 も多忙な日々を送 ることに
なった。
さて,5月31日 には岸から禄券下付について,そ の渡 し方等の報告が来
ている。6月1日 には三島が県庁を訪ね県令をお礼を述べた。 さらに,六 課
の南部氏に面会 して 「銀行許可ノ届,且 ッ従前之与数 ヲ謝 シ将来 ヲ依頼」 し
ている。 また,禄 券下付の節は速やかにお渡 しくれるよう依頼 した。担当官
からは,土 族の姓名を前 もって承知 しておきたい旨の要望があった。この時,
新潟県内の新発田や高田の国立銀行設置運動の様子 も聞 いたようであ り,
「新発田八五万ナレバ許可アルベシ トノ事ニテ来室ナリト,高 田ハ願 ヒ出す」
という情報 も得ているあ
6月2日 には三島が永山県令を訪ね,銀 行の創立が許可 されたため大区長
を辞めたい旨を伝えた。 さらに,6月24日 にはつ ぎのような職務御免願を
提出 した。
私儀一昨九年七月中当大区長被申付奉命仕来候所,追 々老衰之余,健 忘
仕,且 ッ昨年来咳漱眩暉等諸病差取,八 月御親催罷在御役儀難取初候間,
職務御免被掛ハ度願候也
明治十一年六月廿四日 第+六大区長三島億二郎 印
新潟県令 永山 盛輝殿
三島の第十六大区長辞任の理由には銀行役員就任など一切書かれていなかっ
た。老衰のあまり健忘等が出てきたこと,咳 などの健康上の問題が表向きの
辞任理由であった。
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以上 のよ うに,長 岡第六十九国立銀行 の創立願書 は受理 され,後 は設 立書
類 を整 え開業認可 を待つばか りとな った。1878年7月26日 の 「新 潟新 聞」
は,「 第六 十九銀行不 日二開業 ス レバ,必 ラズ商業 ノ進歩 ヲ助 ケ,数 年 ヲ出
ズシテ遂 二能 ク第一 等 ヲ占居 シ,新 潟 県下 ノ商人ハ悉 ク長岡 ヲ仰 イデ商業 ヲ
営 マン トスルニ到 ラン トス」('2)と述べ,こ の国立銀行 の将来性を高 く評価 した。
㈹ 開業 までの動き
1878年(明 治ll)9月 頃から,三 島は第六十九国立銀行の開業許可の件
で県庁,大 蔵省への対応に忙 しくなった。9月25日(is)の 日記には 「頭取 ・
取締役ノ誓紙雛形ハ成規五十六条ニアリ」,「貢金納 ヲ銀行 ニテ引受ル事」,
「右二付,仮 令ハ十二月納ノ分 ヲ翌年四五月 ノ交上納 ノ事 ニイタシ度事」,
「右等 ノ儀ハ最寄 り人民 ト協議 シ,其 請願ニマカスルヲ主 トスル事」,「四月
ハ旧三月二当 リ,船 舶 ノ通ゼザルヨリ米価ノ都合 ヨリ苦情ナキニ非 ス,此 情
ヲ委詳 シ,県 庁 ヨリ開申ヲ願 ヒ,銀 行 ヨリモ実況申出,或 ハ,ニ ケ月程ハ仮
令幾分ノ利金 ヲ添ルモ民間ノ利益便利ナルヘシ,此 一事ハ区会ニテ語詞スル
事」,「創立証書之奥書」,「誓紙之奥書,右 奥書ヲ願ふ事,奥 書之例ハ条例ニ
ア リ,定 款モー覧ノ為持参スル」などの覚書がある。三島は,誓 詞や創立証
書の作成の中心的人物として行動 していたことが改めてわかる。また,国 立
銀行設立の際は,公 金取扱を開始 したい旨が示されている。'
10月1日 には株主初集会が開催され,創 立証書及び定款 に連署捺印 し株
主一同の協議により銀行役員が決定された。頭取は関矢孫左衛門,取 締役は
三島億二郎,山 田権左衛門,遠 藤亀太郎,青 柳逸之助 とし,支 配人 は山田権
左衛門が兼務 し,岸 宇吉が副支配人 となった。 この日,三 島はこれまでの経
過を報告 し,銀 行事務各項を議論 して申合規則を作成,こ れに株主一同が調
印 した(14)。
10月8日 早朝,三 島は関矢孫左衛門 と共に県令を訪問 し,誓 詞,創 立証
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書を出して奥書の依頼を行 った。また,定 款 も一覧 してもらい,後 刻県庁へ
携えるべき旨を申しつけられた。同日9時 には県庁の南部方貞に面会 し,早
朝県令に出した手続きを述べ,誓 詞,創 立証書,定 款について奥書願いを添
付 して提出した。その結果,同 日の2時 に再び出頭 し,県 令の前にて誓詞,
創立証書に調印 し,県 令の奥書をもらった。 こうして,県 令の計らいもあり,
創立書類は完備 した。翌9日,三 島は県令を訪ね,前 日の調印の謝意を述べ
ている。
10月9日 の日誌 には長岡第六十九国立銀行の出資割合が書かれている。
これによれば,士 族入株が7万1500円,市 在入株が2万8500円 となってい
た。三島の先導による結果,士 族の割合が約7割 に達 していた。 この士族の
出資のうち,金 禄公債による出資が10万9650円,こ れを金額に換算すると
8万9913円 となった。すなわち,金 禄公債の評価額は100円 にっきに82円
であった。 したがって,当 初の予定では1万8413円 が過剰 とな り,こ の分
は銀行が借用するという事になっていたようである。 また,こ の時の入金帳
によれば,創 立証書に記載された大株主は入金 をしていたが,1500円 を入
金 していたのは三島億二郎,山 田権左衛門,遠 藤亀太郎,関 矢孫左衛門,岸
宇吉,青 柳逸之助の6人 で60株 出資の株主であった。750円 を入金 してい
たのは30株 出資株主で,志 賀定七,目 黒十郎,山 口万吉,渡 辺良八,小 川
清松,谷 利平,木 村義平の6人 であった。 これ らの大株主は,各 自の出資額
の半額を入金 していたのである。 また,こ の日の日記には 「会社ノ役員ハ兼
勤セサル儀 卜心得ヘキ旨指令 アリト云,此 事協議之上,無 拠次第ヲ以テ据置
度事」 と記 しており,会 社役員が銀行役員を兼務することを禁止する動きが
あったようだ。
さて,三 島は開業免状を下付され るために,10月23日 に長岡か ら東京 に
向けて出発 した。この上京には関矢 も24日 から同行 した。両者は途中,新
町屑糸紡績所を見学 している。国立銀行設立に尽力中の三島であるが,長 岡
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の女紅場の ことは常に気にかけていたようである。三島は新町を後にし,熊
谷を経て10月29日 に東京に到着 した。 この夜,青 柳逸之助が三島を訪ねた。
三島は定款奥書の取替を行ったほか,銀 行印,紙 幣割印などの諸印を青柳か
ら受け取っている。
また,こ の日の日記には 「外山氏 ヨリ托スル銀行課 ノ古川魯九郎二談スヘ
シ」 と書かれている。外山とは大蔵省検査官四等属外山脩造のことであり,
かれは 『銀行雑誌』第6号 か ら第8号 まで 「銀行検査官報告書撮要」を検査
官八等属前野愛太郎とともに掲載 している。外山 らは福島,長 野,新 潟,山
梨の四県について各県の国立銀行の設立及び営業状況などについて報告 して
おり,そ のなかには長岡町についても触れ られている。外山らは 『銀行雑誌』
第7号 で 「長岡ハ第六十九国立銀行創立 ノ許可 ヲ得タル地ニシテ新潟ヲ距ル
十六里殆 ト越後 ノ中央二位シ信濃川 ノ上 りニアリ戸数三千五百余戸戊辰ノ際
兵火二罹 リ家屋 ノ建築等親槌ナルヲ以テ市街 ノ景況頗ル衰微 シタルモノ・如
ク見ユル ト錐 トモ其商業ハ戊辰前二比ス レハ進歩セ リト維新前ハ旧長岡藩 ア
ル ヲ以テ坐カラ商業 ヲ営 ムモノ多 ク所謂旦那様商人 ノ風 アリシカ戊辰後大 二
憤発シ東京 ヨリ金巾類其他ノ諸品物 ノ仕入僅カノロ銭 ヲ以テ之 ヲ転売 シ随テ
買 ヒ随テ転売 シ専 ラ資本金ノ速二運転スルヲ務ムル等其商業殆 ント新潟県下
第一等 二近 シト故二金巾類其他舶来品ノ如キハ北越中諸方 ノ商人等東京へ出
スシテ往々長岡 ヨリ仕入 ヲナスモノ多 シト云此上右創立許可 ノ銀行開業スル
ニ於テハ必 ラス商業ノ進歩ヲ助ケ数年 ヲ出テスシテ其地 ノ景況大二観 ヲ改ル
モノアルヘキヲ信スルナリ」㈹ と述べている。 これは外山の報告によると思
えるが,長 岡第六十九国立銀行は商業の発達に大きく貢献す るであろう事が
述べられている。このように,三 島は外山,小 林などの大蔵省関係者に助け
られながら開業に向けて運動 を展開 していたのである。
ところで,10月30日 朝,青 柳は三島を訪ね,そ の足で大蔵省に書類を提
出 した。提出書類は創立証書2通,銀 行定款2通,誓 詞5通 であった。創立
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証書と銀行定款が2通 になったのは,紙 幣寮廃止のためである。午後には小
林雄一郎を訪ね,三 島,関,青 柳が同席 した。翌31日 には飯山第二十四国
立銀行 と荷為替取 り組みを結ぶ申し会 いを行 っており,開 業に向けて具体的
な打ち合わせも行われるようになった。
1878年(明 治11)11月2日,つ いに長岡第六十九国立銀行に開業免許状
が下付 された。 この日,三 島は午前9時 半に大蔵省銀行課に出向き,前 野 ・
古川の両氏に面会 して,両 氏より証書定款の書 き直 しを指摘され,修 正 した
上で提出した。三島は12時 前に銀行課に出向き,銀 行課長 より開業免許状
を交付された。受領書は関矢一名で出し,創 立証書,定 款各一通に奥書 して
交付された。なお,三 島は10月29日 の上京以来 「ふ しみ屋」に宿を取って
いたが,こ の日か ら有楽町三丁目の大野津雲(新 潟県高田出身)の 家を借り
ることになった。三島は開業免許状下付の翌 日の11月3日,丸 屋 にて 『万
法精理』13冊,『 民約論』1冊,『 英国開化史』1冊,『 西洋開化史』2冊,
『立憲政体起立史』6冊,「 新律綱例改正律令合本』1冊,『 八十 日間世界一周』
1冊 を購入 した。11円20銭 の買い物であったが,開 業免許の下付に安堵感
を覚えての買い物であったように思えるし,三 島が西洋文明への強い関心を
抱きっっあったことも窺 うことができる。
11月6日,三 島は関矢,青 柳と共 に第一国立銀行に行 き,支 配人永 田甚
七に面会 し,2日 の開業免許状下付の報告 と謝辞を呈 した。青柳は第一国立
銀行で簿記を伝習 しており関係は深かったが,さ らに 「将来 ヲ依頼スル約束
書ノ如キハ,渋 沢頭取モ遠カラス帰京ナルヘケレハ,其 上二結フヘキニ取極
ル」こととなった。その後,三 島と関矢は飯山第二十四国立銀行の東京支店
(浅草新右衛門町)に 出向き,「是亦免状 ヲ得 し事 ヲ申述,是 迄之厚配ヲ謝 し,
後来親睦ノ利益 ヲ諭ルヘキ旨」を申し合わせた。 さらに,第 四国立銀行東京
支店(神 田佐久間町)を 訪ね,取 締原田銀蔵 と支配人に面会 した。原田は会
津の出身であるところが ら話が弾み,「好ヲ通シ信ヲ表 シ将来互 二勉強 して
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一般ノ公益 ヲナシ,銀 行ノ利 ヲ謀ルヘシト云,猶 他 日万事 ヲ議 スヘシ ト約シ
テ別ル」 ことになった。 これらの銀行へのお礼参 りからもわかるように,三
島!ま渋沢栄一の第一国立銀行,士 族が多数参加 した第二十四国立銀行,同 じ
新潟県に設立 された第四国立銀行に協力をもらいながら開業許可下付まで至っ
たことがわかる。11月10日,三 島は小林雄七郎を訪ね,コ ル レス契約 につ
いて知識を借 りている。翌11日 には岸宇吉も上京 して合流 し,開 業に向け
ての最終的な事務手続 きが行われた。
11月12日,三 島と関矢は大蔵省に出向き,紙 幣交付までのつなぎと して
8万 円の通貨拝借 と紙幣注文を行った。13日 夜には7万 円の拝借指令が到着
し,翌14日 には国債局において 「拝借紙幣ハ明日午後一時受取二出ル事」,
「利子ハ下付 日ヨリ還納日迄 日数 ヲ以テスル事」,「還納 ン第八銀行紙幣 ニテ
ヨロシキ事」の三点が指示された。15日 には三島,岸,関 が国債局に出て
拝借金を18日 に受け取ることにした。こうして,18日 には岸と関が大蔵省
で7万 円を受け取 り,3万 円は第四国立銀行東京支店から長岡に為替で送 り,
1万5000円 は公債証書を抵当にして第四国立銀行東京支店 の菊屋新蔵 に貸
した。 また,2万3000円 は第一国立銀行に振出手形で預け,残 りの2000円
を予備とした。このように開業前か ら第四国立銀行関係者に多額の貸出を行っ
たり,第 一国立銀行に預金をしている状況がわかる。なお,三 島は16日 夜
より風邪をひき,20日 までの5日 間を床に臥せ っていた。
11月22日,三 島は関と共に渋沢栄一を訪ねた。渋沢は感冒にて面会 はで
きなかったが,25日 に面会を果た している。 この日三島は 『国法汎論』2冊,
『教育論』4冊,『 西洋銀行論』を 「山城屋」にて購入 している。さて,三 島
は26日 に福沢諭吉 を訪 ね,二 時間弱を談話 している。 この夜,長 岡会が
「松田」で開催 され,小 林雄七郎,稲 垣銀次,関 矢,岸 など数十名が会 した。
国立銀行の開業準備が着々と進み,こ の会は多いに盛りあがったと思われる。
12月3日(16),三 島と関矢は大蔵卿大隈重信を訪ね,こ れまでの経過にっ
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いて謝 している。三島は日記に 「大蔵卿銀行 ノ努力すべき意 ヲ諭せり,又 紅
場談あ り,越 前木綿 ノ勉強より繁盛スル趣等モ談セラル,長 岡紅場今日之概
略且ッ資本二苦 しむ旨ヲ申述ふ,一 時弱ニシテ辞 ス」 と述べている。国立銀
行の経営や女紅場の窮状等について話題が及んだことがわかる。3日 午後 に
は大蔵省に出向 き銀行紙幣の下付 日限を訪ねたが,翌1879年1月 中旬 との
返答であった。
開業許可のお礼 も終え,三 島は12月13日 には荷造 りを行 っている。 この
日,東 京で購入 した書籍と開業許可までに使用 した銀行関係資料を飛脚に託
した。銀行関係資料は 『民事要禄』,『銀行実験禄』,『銀行条例』,『中外銀行
一班』,『簿記精法』,『官員禄』,「定款」,『銀行雑誌』(第 一巻か ら第九巻),
「第四銀行定款」「第四銀行創立証書」であった。 また,15日 には先に帰 っ
た関矢のために島屋,山 城屋,丸 屋の書店で数冊の本を購入 しており,三 島
の東京での書店巡りは頻繁であった。翌16日 にも 『商工法鑑』 を銀行用 に
購入 した。
さて,三 島は開業前なが らも,第 四銀行関係者に貸金を行 うなど資金が必
要な者には融資を行っている。12月17日 には 「太郎氏来ル,五 十金ヲ貸ス,
銀行株二本 ヲ抵当ニシテ一年 ヲ期シ可返約ナリ,保 証 ヲ取 り鎮吾氏へ其旨通
知セシム」 と記 しており,50円 程度の貸金を行 っていた。
三島は12月18日 に東京を発ち,金 古,湯 の町,三 俣,六 日町,小 千谷に
宿泊し12月24日 に長岡に到着 した。 この時期の気象条件は厳 しく,三 俣か
ら六 日町の行程では 「夜来降雪四五寸八時立出ツ,雪 夜猶々二ふ り来ル,三
俣駅外 ノ雪景大ニヨシ,湯 沢二小憩シ関二飯ス,三 時半六日町松屋二投ス,
三俣 ヨリ湯沢 ノ間八雪路潔白ナリ,湯 沢ヨリ大根おろし醤 ヲ和 シタル如キ中
ヲ歩ス,加 ルニ左足 ノ脚気ヲ苦ム,関 ヨリ六日町ノ間雪ふ りしきる,わ がも
のなりき笠頗 る重 シ」 という状況であった。交通手段の発達 していなかった
この時期に,地 方か ら東京へ出て国立銀行の設立交渉を進めるというのは長
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期 間の東京滞在 を余儀 な くしたばか りでな く,往 復 に も相当 の苦労 がつ きま
とって いた ことが理解で きる。
㈹ 三島億二郎と国立銀行経営
長 岡第六 十九国立銀行 は12月20日 に資本金10万 円(1株50円,2000株)
を もって開業 した。 この時,三 島 は渋川 か ら猿 ケ京 に向か ってお り,長 岡 に
到着 して初 めて開業を知 った。
12月24日(17)に 長 岡 に到着 した三 島は,銀 行 の開業や営業 の概略 につ いて
報告 を受 けてい る。 この 日以 降,三 島は女紅場,長 岡病院な ど自 らが関連 し
て いた施設 を巡回す ると共 に,銀 行経営 も本格 的 に開始 した。26日 の 日記
には 「暁来雪 ふ るもの終 日」 「銀行 二至ル」「夜 枡屋 二至 リ白上大書官 二謁 ス,
女紅場 資本井 二十六 大区将来産物 ヲ起 ス ヲ要 スル ノ説 ヲ述 フ」 「銀行 開業 吹
聴 シ将来 ヲ依頼 スル」 と記 してお り,国 立銀行 のみな らず諸 産業 の興 隆 に必
至 にな ってい る三 島の姿 をみ ることがで きよ う。
同行 は12月20日 に開業 したため,第 一 回営 業期 は12月31日 までの実質
10日 間であ った。三 島 は1月8日 に関矢,岸,青 柳 と共 に第一 回半季 実 際
考課状 を作 成 して いる。1月10日 に はこの考 課状 に調印 し,18日 には19日
に開催 され る株主集 会の手順等 を調整 した。 この株主集会 で は営 業報告,役
員進退等 が報告 された。 この10日 間の入金額 は1万9188円33銭5厘,出
金額 は1万3253円28銭7厘 であ った。当 座預 金 は3万202円(19名,う
ち開業前繰越2万6210円),払 渡高 が1万4727円36銭7厘であ り,残 高 は
1万5474円63銭1厘 であった。定期預金 は残高159円 と低か った。 一方,
貸付金 は7万6188円50銭(161口,う ち開業前繰越5万796円25銭),返
金5875円 で,残 額 は7万313円50銭 であ った。前述 の第 四銀行 関係者 への
貸付金 など開業前繰 越が5万 円以上 あ り,開 業以前 か ら資金 需要 に応 え る形
で貸付 を行 っていた。 これ らの貸付金 は抵 当 として諸公債証 書,米 穀,物 産
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等が入れられていた。 このように,同 行は開業早 々か ら積極的な資金需要で
にぎわいを見せていたといえよう。なお,株 主集会では役員人事も行われ,
目黒十郎を出納(四 級出仕),柳 町勘平を書記(六 級出仕),高 梨虎治を簿記
方(八 級出仕)に 任命 した㈹。
ところで,こ の第一回考課状によれば,こ の期 に銀行株の売買を行った者
はいなかったと報告 されている。 しか し,開 業5日 後の12月25日 には稲垣
林四郎が一株を山口権三郎に売 り渡 したほか,そ の他の士族でも株を手放 し
た者があった(19)。
第1表 によれば,1880年10月 から12月 には36人 が株を売却 しているが,
このうち商人2人,農 業4人 であり,残 りの30人 は士族であった。 これを
購入 しているのは,第 六十九国立銀行の役員である目黒十郎,柳 町勘平のほ
か,20株 以上の株主の山崎兵吉,谷 利平,長 谷部杉 四郎などであった。士
族が士族の株式を購入するケースも多 く見 られ,士 族の二極分解もみられる。
また,商 人が士族の株式を購入する傾向 も強 くなった。
さらに,1982年(明 治15)1月 から6月 には128人 が500株 を3万7797
円で68人 に売却 しており,株 式の移動 は激 しくなった(20)。なお,1880年
(明治13)下 半期の30株 以上の株主は第2表 のとおりである。38人 の うち
士族は柳町勘平(取 締役)一 人であり,残 りは地主や商人で占められていた。
士族,商 人,地 主が協力 して設立された長岡第六十九国立銀行 も時代と共に
商人,地 主が中心となり,同 行は長岡の農業 ・商工業の資金供給機関として
重要な責務を担 ってい くこととなった。
また一方で,長 岡第六十九国立銀行は長岡町のシンボル的存在になると共
に経済情報の発信地 ともなった。明治12年 春からは城泉太郎(z)が毎週土曜
日に経済に関する講演を行い,同 行には銀行株主や長岡町の主要な人物が集
まって情報交換が活発となった。
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第1表 株式売買譲渡一覧(1880年10～12月)
月 日 身分 売渡人・譲渡人 株数 代 価 身分 買受人・譲受人
10月8日 農業 田 中 ハ ル 1 80円 士族 高 野 右喜蔵
10日 士族 山田文左衛門 2 遺産として無代償 農業 山 田 熊 吉
20日 士族 清 野 慎太郎 2 165円40銭商業 長谷川 祐 七
21日 士族 加 藤 新 2 166円50銭商業 水 瀬 又 七
23日 士族 丸 山 籐十郎 2 166円 士族 丸 山 源八郎
26日 士族 長 尾 平 蔵 1 83円 商業 加 藤 利 七
27日 士族 大 崎 恕一郎 1 83円 商業 平 澤 栄 吉
27日 士族 脇 野 治 辰 1 82円 農業 水 澤 昌 平
31日 士族 片 岡 松 斎 2 165円 商業 谷 利 平
11月8日 士族 川 瀬 谷次郎 1 82円 農業 新 保 武 平
9日 士族 加 野 花 濃 2 165円 商業 目 黒 十 郎
10日 士族 市 野 銀太郎 1 82円50銭 士族 柳 町 勘 平
10日 士族 小 野 文 六 1 82円50銭 士族 柳 町 勘 平
10日 士族 永 戸 茂八郎 1 82円50銭 士族 柳 町 勘 平
10日 士族 能 勢 大太郎 1 82円50銭 士族 柳 町 勘 平
18日 士族 樋 宮 幾 平 1 84円 農業 牛 腸 新四郎
22日 士族 平 澤 富治郎 1 83円 商業 山 崎 兵 吉
24日 士族 大 松 政 吉 1 82円70銭 士族 中 澤 錦五郎
25日 士族 北 村 平 蔵 1 83円 農業 大 森 佐平太
25日 士族 天 野 九十郎 1 遺産として無代償 士族 天 野 蔵太郎
28日 士族 奥 村 銀 造 2 168円 商業 金 山 孫 七
28日 士族 高 井 徳太郎 2 168円 商業 金 山 孫 七
29日 商業 矢 島 專 造 2 162円 商業 目 黒 十 郎
30日 士族 井 上 金一郎 2 166円 士族 田 中 春 回
12月7日 商業 山 崎 又 七 2 168円 商業 山 崎 兵 吉
10日 士族 片 山 興 吉 2 165円 士族 柳 町 勘 平
10日 士族 松 下 鎮 造 1 82円50銭 士族 柳 町 勘 平
10日 士族 花 輪 鉦 造 2 165円 士族 柳 町 勘 平
13日 士族 渋 川 五十平 1 遺産として無代償 士族 渋 川 金 平
15日 士族 山 田 耕 作 1 84円 士族 大 川 源 太
15日 士族 井 上 繁 八 1 83円 士族 大 川 源 太
15日 士族 若 松 源 六 2 遺産として無代償 士族 若 松 直 作
互6日 士族 稲 垣 駒三郎 2 166円 商業 長 部 杉四郎
17日 農業 大 崎 民 造 5 405円 農業 山 本 仁七郎
17日 農業 湯谷彦右衛門 2 162円 農業 山 本 仁七郎
17日 農業 高 橋 右八郎 40 遺産として無代償 農業 高 橋 九 郎
(注)
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第2表 長岡第六十九国立銀行30株 以上株主(1880年 下半期)
氏 名 身 分 株 数 住 所 職 業 銀行役員
遠 藤 亀太郎 農 246 三島郡藤橋村 地 主 取締役
山 田 権左衛門 農 235 三島郡七日市村 地 主 頭 取
大 塚 幸三郎 商 176 三島郡片貝村
高 頭 仁兵衛 農 168 三島郡深澤村
野 本 恭八郎 商 140 古志郡長岡町 取締役
外 川 善一郎 農 126 三島郡下除村
青 柳 逸之助 農 110 三島郡河根川村 地 主 取締役
木 村 儀 平 商 110 古志郡長岡町 呉服商
高 橋 九 郎 農 105 三島郡宮川新田
中 村 平 作 農 100 古志郡中澤村
田 中 仁四郎 農 92 三島郡富岡村
志 賀 定 七 商 85 古志郡長岡町 紙 商
近 藤 八郎次 農 80 古志郡堀金村 地 主
目 黒 十 郎 商 74 古志郡長岡町 書籍商 支配人山{士斥:
子 口 商 73 古志郡長岡町 唐物商
柳 町 勘 平 士 族 73 古志郡長岡町 取締役
関 矢 孫左衛門 農 70 北魚沼郡並柳村 地 主
山 口 権三郎 農 70 刈羽郡横澤村 地 主
山 □ 萬 吉 商 65 古志郡長岡町 唐物商
渋 』谷 権之助 農 65 南蒲原郡方所村
川 上 七 平 農 64 古志郡竹花村
山 崎 又 七 商 62 古志郡長岡町 酒造業
池 田 忠 造 商 60 古志郡長岡町
下 田 藤 七 商 60 古志郡長岡町
山 崎 大多郎 農 60 三島郡五邊村
渡 邊 清 松 商 50 古志郡長岡町
小 川 清 松 商 50「 古志郡長岡町 唐物商
長 部 杉四郎 商 45 古志郡千手町村
小 林 傳 作 商 43 古志郡長岡町 染色業
水 澤 宗一郎 農 40 三島郡才津村
大 森 佐平太 農 40 古志郡寳地村
谷 利 平 商 39 古志郡長岡町 商 人
渡 邊 良 八 商 30 古志郡長岡町 油 商
大 里 傳四郎 商 30 古志郡長岡町
須 藤 善 造 商 30 古志郡長岡町
平 澤 長一郎 農 30 中魚沼郡眞人村
酒 井 喜七郎 農 30 北魚沼郡田尻村
駒 形 作 七 商 30 古志郡長岡町
(注)長 岡第六十九国立銀行 「第五回半季実際考課状」(北越銀行所蔵),北 越銀行 『創業百年
史』,北越新報社 『奮闘之長岡』により作成。
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(1)三 島億二郎 『日誌(自 明治九年七月十二日至同十年六月廿七日)』(『三島億
二郎日記』,63頁)。
(2)三 島億二郎 『雑記(明 治九年八月)』(『三島億二郎日記』,56頁)。
(3)三 島億二郎 『日誌(自 明治九年七月十二日至同十年六月廿七日)』(『三島億
二郎日記』,79頁)。
(4)1877年(明 治10年)9月13日 か ら10月22日 までは,三 島億二郎 『日記
(抄)』(『三島億二郎日記』,89-93頁)に よる。
(5)『 長岡市史』資料編4・ 近代一,134-135頁 。
(6)渋 沢栄一は全国の国立銀行,私 立銀行の開業に当たって多 くの指導を行って
いる。埼玉県の事例としては,加 藤隆 「渋沢栄一の銀行企業活動に寄せて」
(『地方金融史研究』第29号,1997年)が ある。
(7)1877年(明 治10年)ll月11日 から11月27日 までは,三 島億二郎 『日記
(自明治十年十一月)』(『三島億二郎日記』,95-96頁)に よる。
(8)明 治財政史編纂会編 『明治財政史』第13巻(1911),26-27頁 。
(9)1877年(明 治10)12月25日 か ら1878年6月24日 までは,三 島億二郎
『日記(自 明治十年十一月)』(『三島億二郎日記』,98-116頁)に よる。
GO)大 蔵省銀行課 『銀行雑誌』第一号(明 治十年十二月)(日 本銀行調査局 『日
本金融史資料』明治大正編第六巻,3-9頁)。
(11)前 掲 「創業百年史』,33頁 。
(12)「 新潟新聞」(1878年11月26日)。
(13)1878年(明 治11)9月25日 か ら同年11月28日 までは,三 島億二郎 『東京
行記(明 治十一年)』(『三島億二郎日記(3)』,4-18頁)。
(14)長 岡第六十九国立銀行 「第壱回半季実際考課状」(北 越銀行所蔵)。
(15)大 蔵省銀行課 『銀行雑誌』第7号(明 治11年6月)(日 本銀行調査局 「日本
金融史資料』明治大正編第六巻,57頁)。
(16)1878年(明 治11)12月3日 か ら同年12月24日 までは,三 島億二郎 『代紳
私記(自 明治十一年十二月)』(『三島億二郎日記』,119-123頁)。
(17)1878年(明 治11)12月24日 か ら1879年1月19日 までは,三 島億二郎
『代紳私記(自 明治十一年十二月)』(『三島億二郎日記』,123-126頁)。
(18)長 岡第六十九国立銀行 「第壱回半季実際考課状」(北 越銀行所蔵)。 なお,こ
の時の三島億二郎の持ち株は5株,小 林雄七郎は1株 であった。三島は1879
年4月 に古志郡長に就任 しており,こ れ以降持ち株数を減 らしたと思われる。
(19)前 掲 『創業百年史』,43頁 。
(20)長 岡第六十九国立銀行 「第八回半季実際考課状」(北 越銀行所蔵)。 このよう
に士族の中には没落 していった者も少なくなかったが,士 族の帰農 ・帰商が進
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んだという一面も見逃せない。
(21)城 泉太郎は1856年(安 政3)長 岡に生まれ,15歳 で上京 して慶f.義 塾に学
び,英 学者となった。彼は1878年(明 治ll)9月 から1883年3月 まで長岡学
校で教鞭をとった。城に関 しては,山 下重一 ・小林宏 『城泉太郎著作集』(長
岡市,1998年)を 参照。
むすびにかえて
本稿では,三 島億二郎の日記を中心 として長岡第六十九国立銀行の設立過
程をみてきた。同行の設立には三島を中心に岸宇吉(第 四代頭取),関 矢孫
左衛門(初 代頭取)ら が積極的な運動を展開 した。 この三人が長岡,東 京間
を何度となく往復 して大蔵省との折衝を続けた。当時,東 京一長岡間は徒歩,
馬,船 等を利用 して片道一週間の行程であり,往 復に半月を要 していた。長
岡第六十九国立銀行の設立願書提出か ら開業までには約1年4ケ 月かかって
いるが,こ の間に三島は二度の上京を している。三島はもう少 し早 く開業で
きると考えていたようだが,国 立銀行条例の見直 しなどのため予想以上の遅
れとなった。ただし,同 行の設立交渉において長岡出身の大蔵省役人小林雄
七郎,外 山脩造が三島らに最新の情報を提供 し続けたため,大 幅な開業の遅
れとはな らなか った。彼 らは上京中の三島等に頻繁に情報を提供 し,ま た長
岡へも書簡を送 り続けた。小林や外山は1870年 に長岡か ら慶鷹義塾に入学
しており,福 沢諭吉の元で学んだ長岡藩出身者が国立銀行設立の推進役となっ
た。つまり,長 岡から慶鷹義塾 に学んだ士族 は多 く,や がて彼等が長岡の経
済復興の力 となったといえよう。また,三 島は渋沢栄一 ・大隈重信 ・福沢諭
吉 らとの交流が深 く,こ れが国立銀行設立にとって重要なファクターとなっ
たことも事実である。
三島が国立銀行設立に必至に取 り組んだのは,士 族救済 と長岡町の産業興
隆のたあであった。とくに,三 島は士族の代表として積極的な設立運動を展
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閉 した。 しか し,創 立当初こそ士族の株主が多か った長岡第六十九国立銀行
は次第に士族株主が減少 し,商 人や地主の株主が中心となる。この点は三島
にとって不本意であったかもしれないが,そ の後,長 岡第六十九国立銀行は
業績を伸ば し 六十九銀行に改組 した後も長岡商工業に欠 くことので きない
存在 として経営を継続 したω。
三島は1869年(明 治2)11月19日 の日記の中で 「文字 ト金貨 トハ人間 ノ
至要至宝也,文 字八人ノ智識 ヲ開明スルノ紹介,貨 幣ハ彼是交易ノ媒物,両
ッノ者 ヨリ世二行ハ レハ其国必ス富強スヘシ。予,嘗 テ云,時 間(即 日力)
ト金貨 トヲ愛重 シテ,適 宜二消費 スル者バー箇 ノ人傑也 ト,蓋 シ勉強、ト節高
トハ身ヲ成立シ,家 ヲ起スノ本ニシテ,国 天下富強ヲ致スモ又之二基カサル
ヲ得ス,国 内ノ人民自主自立 ヲ得テ爾後其国独立不抜ノ国 ト称スルヲ論スヘ
シ,モ シ,智 識未タ開ケス,作 業随テ拙 ク,人 民自主独立スル不能ノ国ハ,
決 シテ富強 ヲ為 ス事 アタハス,而 シテ言辞上二於テ独立不抜 ヲ論 スルモ,他
国 ノ者誰 力之ヲ許サ ンヤ。人之此国二生ル ・者誰 力此国他ノ為二軽侮凌蝶サ
ル ・ヲ快 シトスル者 アランヤ,必 此国ヲシテ他 ノ文明強雄図 ト井馳スルヲ欲
スル者也,果 シテ然 うバ,人 々更二奮発,所 謂 日力を愛 ミ,勉 強シテ智識材
能皆能他 ノ右二出テ,国 力富強,軽 侮 スヘカラサルノ実ヲ養フニ若クハナシ,
是之 ヲ内を尊ひ,外 ヲ畏スル第一良策 トナス」(2)と述 べている。 これは,戊
辰戦争後の長岡を教育による人材育成 と産業興隆によって復興させようとし
た三島の信条を表 したものである。長岡第六十九国立銀行の設立 は,こ の信
条にしたがい長岡経済復興のために三島が強力に推進 した諸策のひとつであっ
たといえよ う。
(1)六 十九銀行については,拙 稿 「大正期の金融変動と地方銀行経営」(長 岡短
期大学地域研究センター 『地域研究」第6号,1996年)を 参照されたい。
(2)三 島億二郎 「芝山日誌(明 治第二年正月元)』(『 三島億二郎 日記(2)』35-36
頁)。 三島の日記には彼が購入 した様々な書物が記載されてお り,そ の範囲は
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キ リス ト教,仏 教,法 律,西 洋史,経 済学,兵 学など多岐に及んでいる。『芝
山日誌(明 治第二年正月元)』 のなかで,三 島はフランクリンを引用 して次の
ように記 している。
米利堅 フランクリン自警ノ目十二条左ノ如 し
第一 節制 釈シテ日ク,昏 迷スルニ至ル迄飽饒スル勿 レ
第二 沈黙 釈シテ日ク,己 レニ益アリ,又 八人二益アル事二非 レハ言 フ事
勿 レ
第三 順序 釈シテ日ク,事 物二皆次第ヲ定メ,事 ヲ行フニ各順序ヲ以テス
ヘシ
第四 確志 釈 シテ日ク,己 レノ為ス可キ事ハ必ス之 ヲ為スヲ決シ,一 旦決
シタル所ハ必ス之 ヲ遂 ク可 シ
第五 節倹 釈シテ日ク,己 レノ為メ,人 ノ為 メ財 ヲ有益 ノ事ノミニ用 ヒ,
必ス之 ヲ無益三賀ス事勿 レ
第六 勤労 釈シテ日ク,光 陰 ヲ無益二過ス事ナク,常 二必 ス有益ノ事 ヲ勉
ム可シ
第七 誠実 釈シテ日ク,人 ヲ欺 ク事ナク,意 志 ・言詞共二誠 ヲ以テスヘシ
第八 公義 釈シテ日ク,人 二損害 ヲ加 フル事ナク,人 ノ恩ハ必ス之二報ユ
可シ
第九 温和 釈シテ日ク,性 惰ノ度三遍クルヲ防キ,人 ヲ恨ムノ念 ヲ制止ス
可 シ
第十 清潔 釈シテ日ク,衣 服 ・身体 ・家屋ヲ不潔ニナス事勿 レ
第十一 寧静 釈シテ日ク,小 事ヲ以テ軽率二心ヲ動ス事勿 レ
第十二 謙遜 釈シテ日ク,人 二対シ驕傲ナル事勿 レ
このように,三 島の行動はフランクリンなどのキリスト教的行動様式に影響
された面 も大 きかった。なお,フ ランクリンの原典によれば,こ の戒律は13
あり,三 島は 「純潔」の部分が欠けていた。 フランクリンの著書は英米で も数
多 く出版されたが,宗 教的教育的観点から省略された部分も多かったからと思
われる(松 本慎一 ・西川正身訳 「フランクリン自伝』,岩 波書店,1982年)。
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